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科学館友の会にご入会いただき，ありがとうございます。 

友の会通信では，研修会の報告や科学館からのお知らせなど，さまざまな情報をお届けします。今月号は第１回から３回ま

での研修会の様子と，科学館特別展についてのお知らせです。 

 ― 令和８年度 活動報告 PartⅠ ― 

 

 

第1回研修会 4月1９日（日）「自然観察会～台原森林公園の野鳥～」 参加者：17名 

今年度の第１回研修会は，野鳥の会会員でもある科学館職員が講師となり台原森林公園で「野鳥観察会」を行

いました。まずは特別展示室で，スライドを用いて野鳥観察のポイントの紹介，鳴き声タッチペンを用いて身近

な野鳥の鳴き声の聞き分けについて学びました。その後，一人ひとり双眼鏡を持って台原森林公園に移動しまし

た。当日は天気も良く、元気にさえずる多くの鳥の声も聞こえ，全体で14種の野鳥を観察することができまし

た。普段よく見かけている野鳥も双眼鏡で拡大して美しく見える姿に、参加者の歓声が上がっていました。 

 

第2回研修会 ６月７日（日）「化石クリーニング教室」 参加者：10名 

科学館の自然観察会に参加された方々と合同で化石クリーニング教室を実施しました。講師は友の会役員の佐藤正

道先生です。太白区の茂庭で予定されていた友の会の自然観察会（化石採集会）は、雨天と川の増水によって中止と

なったため、事前に準備した化石が含まれる母岩から化石を取り出す体験をしました。工作用紙で化石を入れる標本

箱（小箱）を作ったあと、母岩の地層やクリーニングの方法について科学館職員の簡単な説明を受け、皆さん根気強

くかつ丁寧にクリーニング作業に取り組まれていました。 

   

 

第3回研修会 6月1３日（土）「ロボットプログラミング教室」 参加者：13名  
友の会顧問の岩本正敏先生と会長日下孝先生を講師に招き、「ロボットプログラミング教室」を開催しました。プ

ログラミングの学習教材として様々な教材がありますが、「梵天丸」は30年前から科学館で活躍しています。プロ

グラミングについて岩本先生や日下先生からご講話いただいた後に、プログラミングを行い「梵天丸」を実際に動か

しました。どのようにプログラミングするとどのように動くのか試行錯誤しながら取組、思ったとおりに動いたとき

には参加者の満足そうな表情が見られました。また、参加者全員で同じプログラムを打ち込み、「梵天丸」をシンク

ロさせて動かしたところ、その様子にこどもたちだけではなく保護者の皆さんも歓声をあげていました。 

 

 

 

 

 

     

http://www.illust-box.jp/sozai/27570/


 

 

今年の夏は，下記の特別展を開催します。ぜひご来場ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学館から特別展のお知らせ

「深宇宙展-人類はどこへ向かうのか-」関連イベントについて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会①「MMX 火星衛星探査計画」と「月に立つ。その先へ、」

～２つの作品から紐解く最新の宇宙探査ミッション～ 

日時：7/26（日） 13:00～14:10 

会場：３階常設展示室内「チャレンジ・ラボ」 

講師：有限会社ライブ 代表取締役 上坂浩光 氏 

対象：どなたでも 

定員：50名（事前申込み必要・抽選） 

講演会②「太陽系探査計画の推進と探査技術の開発（仮）」 

日時：8/6（日） 1１:00～11:4０  

会場：３階常設展示室内「チャレンジ・ラボ」 

講師：東京大学大学院工学系研究科 教授 宮本英昭 氏 

対象：どなたでも 

定員：５0名（事前申込み必要・抽選） 

講演会③「朝起きてから、君はずっと宇宙を使っていた！ 

〜常識を飛び越える、宇宙工学エンジニアのなり方〜」 

日時：８/８（土）11:30～12:10 

会場：３階常設展示室内「チャレンジ・ラボ」 

講師：大手民間衛星製作所 ベルナドア 美奈 氏 

対象：どなたでも 

定員：５０名（事前申込み必要・抽選） 

◆開催期間：7/1８（土）～8/３０（日）   

◆休館日：7/2１（火）、2７（月） 

8/３（月）、1７（月）、24日（月）、２７日（月） 

◆料 金：一般・大学生1,６０0円，高校生600円， 

小・中学生300円 

◎小・中学生はどこでもパスポート提示で無料。  

◎大人の方は友の会会員証の提示で半額。 

◆会 場：ＨＯＫＵＳＨＵ仙台市科学館 

２階特別展示室、第２～４実験室 

 ３階エントランスホール、企画展スペース 

仙台市科学館として初めての“宇宙”をテーマにした特別

展「深宇宙展―人類はどこへ向かうのか―」を開催します。 

「アルテミス計画」のために日本が開発している有人月面

探査車の実物大模型の東北初公開のほか、昨年大好評であっ

た 360°シアターで大迫力の深宇宙ツアー映像を公開しま

す。また、仙台市天文台での連携展示やプラネタリウム上映

など、様々な研究機関や関係団体と連携して、宇宙開発の最

前線を紹介する特別展となっています。 

講演会①～④はいずれも，友の会会員優先席10席を

確保しています！  

【優先席 お申込み方法】  
必要事項を記載し，下記の方法でお申し込みください。 

必要事項：①講演会名  ②会員番号と氏名（参加者

全員分） ③当日連絡のとれる電話番号 

・メールによる申込み：

tomonokai@kagakukan.sendai-c.ed.jp 

特別展講演会担当 宛 
応募締切 講演会①   7 月１５日（水）必着 

講演会②③④ 7 月１９日（日）必着 

※参加希望者が定員を超えた場合，抽選となります。 

※一般申込みは，講演会ごとに設定されます。詳細はホ

ームページ等をご覧ください。 

 

 

 

       科学館HP       公式X 

講演会④「深宇宙を探査しよう！（仮）」  

日時：8/15（土） 11:30～12:10 

会場：３階常設展示室内「チャレンジ・ラボ」 

講師：東北大学大学院工学研究科 教授 吉田和哉 氏 

対象：どなたでも 

定員：先着50名（事前申込み必要・抽選） 

せんだい宇宙ラボ 
日時：会期中毎日開催 

会場：２階第2～４実験室、３階エントランスホール、 

   ３階企画展スペース 

協力：株式会社 宮城テレビ 

※企画展スペース展示は7月4日（土）～9月27日（日） 

mailto:tomonokai@kagakにukan.sendai-c.ed.jp

